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！煕欄1㈱闘

人ロ42，108
　　男　19，970

　　女　22，158

世帯数　　7，874

固定資産税（泳4期）

納期11月30日
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揃

北
村
知
事
の

辞
任
に
伴
う
新

潟
県
知
事
選
挙

は
去
る
＋
一
百

告
示
さ
れ
、
十

二
月
七
日
に
投

票
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
い
ま
さ

ら
申
す
ま
で
も

な
く
明
る
い
政

治
は
明
る
い
選

挙
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
県
公
明
選
挙

推
進
委
員
会
で

も
、
こ
の
趣
旨

に
そ
っ
て
公
明

選
挙
や
棄
権
防

止
を
呼
び
か
け

て
お
り
ま
す
が

こ
の
機
会
に
お

い
て
有
権
者
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
清
き
一
票
を
行
使
し
て
立
派
な
代

表
を
選
び
、
選
挙
違
反
の
な
い
き
れ

い
な
選
挙
で
よ
い
民
主
政
治
を
確
立

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

っ
て
投
票
し

じ
め
配
布
を
受
け
た
入
場
券
を
持
参

し
所
定
の
投
票
所
に
行
き
投
票
し
ま

テ
．一
代
理
投
票
と
は

一
身
体
の
故
障
又
は
文
盲
で
自
分
で

一
候
補
者
の
氏
名
を
書
け
な
い
方
は
投

『
票
用
紙
交
付
の
際
、
そ
の
旨
を
申
出

蕎
投
票
蕩
重
人
が
投
票
鐘

｝
者
か
ら
指
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
投
票

皿
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
を
書
か
せ
自

「一
分
で
投
票
箱
に
投
函
し
ま
す
。

｝
点
掌
投
票

一
　
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
る
際
、

瓠
投
票
し
奮
申
し
出
て
・
点

字
用
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
投

藩
る
．

　
不
在
者
投
票
は
ど

　
の
よ
う
に
す
る
か

奮
挙
人
は
肇
の
当
日
投
票
暫

行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

　
（
つ
ぎ
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

る
）
も
の
は
、
そ
の
事
由
の
証
明
書

を
持
っ
て
選
挙
の
前
日
ま
で
に
所
定

の
手
続
き
を
経
て
不
在
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
（
一
）
市
外
に
お
い
て
職
務
叉
は
業

一
務
に
従
事
中
で
あ
る
よ
う
な
場
合
。

投
票
は
こ
の
よ
う
に

選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
、
あ
ら
か
　
　
（
選
挙
関
係
職
務
従
事
者
は
所
属

ま
し
ょ
・
つ

　
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
叉
は
業

　
務
に
従
事
中
で
あ
る
よ
う
な
場

　
合
）
。
こ
の
場
合
の
職
務
、
業
務

　
に
係
る
官
公
署
、
会
社
、
事
務
所

　
そ
の
他
こ
れ
に
準
す
る
も
の
の
長

　
（
業
務
主
）
叉
は
ぞ
の
代
理
人
の

証
明
書
。

（
二
）
や
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事

故
の
た
め
市
外
に
旅
行
中
又
は
滞
在

中
で
あ
る
よ
う
な
場
合
。

　
こ
の
場
合
①
業
主
又
は
そ
の
代
理

　
人
②
医
師
、
歯
科
医
師
、
助
産
婦

　
③
住
所
地
の
市
町
村
長
④
旅
行

　
先
、
滞
在
地
の
市
町
村
長
の
証
明

書
。

（
三
）
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
．

お
産
の
た
め
歩
く
こ
と
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
場
合
、
又
は
監
獄
、
少
年

院
に
収
容
中
で
あ
る
場
合
。

　
こ
の
場
合
①
医
師
、
歯
科
医
師
、

　
助
産
婦
②
監
獄
長
、
代
用
監
獄
の

　
管
理
者
③
少
年
院
長
の
証
明
書
。

（
四
）
別
に
定
め
ら
れ
た
地
域
に
居

住
中
、
或
は
滞
在
中
で
あ
る
よ
う
な

場
合
。
不
在
投
票
の
や
り
方

イ
、
市
内
で
や
る
場
合

　
選
挙
人
自
身
で
当
該
事
由
証
明
書

を
持
参
し
て
、
市
役
所
ま
た
は
各
地

区
の
出
張
所
（
六
箇
出
張
所
を
除

｝

ミう

鎌糠に

謄
㎜

く
冬
へ
の
繕
に
忙
し
い
こ
㎜

の
頃
で
す
．
こ
の
土
地
の
風
物
㎜

　
　
　
　
　
薦
縮
㎜

㎜
冬
峯
讐
伽

、
－
－
，
「
－
」
－
－
，
　
ま
し
た
が
農
家

　
　
　
　
　
は
い
ま
畑
の
つ

　
　
　
　
　
け
な
こ
ぎ
に
大

　
　
　
　
　
わ
ら
わ
で
す
。

初
懸
耐
舞
昧
伽

　
　
　
　
　
寒
気
が
き
び
し
耀

く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
・
で
き
脚

具
合
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
の

こ
と
で
す
。
と
も
あ
れ
こ
の
時

期
に
な
る
と
ひ
と
し
お
初
冬
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

く
V
に
行
き
、
投
票
用
紙
を
請
求
し

て
そ
の
場
で
投
票
す
る
。
　
（
印
鑑
持

参
）
。
口
、
市
外
で
や
る
場
合

　
既
に
市
の
区
域
外
に
旅
行
中
、
叉

は
滞
在
中
の
方
は
当
該
事
由
の
証
明

書
を
添
付
し
て
、
郵
送
で
投
票
用
紙

等
の
請
求
を
当
市
の
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
宛
に
す
る
。
こ
の
郵
便
を

受
付
け
る
と
当
市
の
選
挙
管
理
委
員

長
は
直
ち
に
投
票
用
紙
、
不
在
者
投

．
票
用
封
筒
、
不
在
者
投
票
証
明
書
を

一
括
同
封
し
て
本
人
に
郵
送
し
ま
す

か
ら
、
選
挙
人
は
速
や
か
に
旅
行
先

叉
は
滞
在
地
の
市
町
村
役
場
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
行
っ
て
郵
送
さ
れ
た

．
投
票
用
紙
、
不
在
投
票
用
封
筒
、
不

、
在
者
投
票
証
明
書
在
中
と
あ
る
封
筒

を
そ
の
ま
ま
提
示
し
、
そ
の
市
町
村

の
指
示
に
従
っ
て
そ
こ
で
投
票
を
行

な
う
。
こ
の
投
票
は
そ
こ
の
選
管
で

当
市
に
郵
便
で
送
り
返
さ
れ
て
き
ま

す
。
滞
在
地
の
居
所
で
勝
手
に
投
票

し
て
自
分
で
送
り
返
す
と
無
効
に
な

り
ま
す
。

ハ
、
指
定
病
院
等
で
や
る
場

　
合
　
入
院
入
所
中
の
方
は
、
そ
の
長
に

申
し
出
る
と
そ
の
．
長
か
ら
当
市
選
挙

管
理
委
員
会
、
委
員
長
宛
代
理
請
求

に
よ
り
投
票
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
か

ら
そ
の
．
長
の
指
示
に
従
っ
て
所
定
の

所
で
投
票
し
ま
す
。

入
場
券
は
い
つ
配
ら

れ
る
か

　
今
回
の
県
知
事
選
挙
の
投
票
入
場

券
は
来
る
二
十
一
日
頃
配
布
予
定
で

あ
り
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
に
登
載
の

な
い
方
は
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

基
本
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
自
分
の
名
を
確
め
よ
う

将
日

ま
で

　
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿

に
の
っ
て
い
な
け
れ
ぱ
、
ど
う
い
う

理
由
が
あ
っ
て
も
選
挙
の
と
き
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
投
票
す
る
に
は
、
選
挙
人
名
簿

に
の
っ
て
い
る
こ
と
が
絶
対
必
要
だ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ま
、

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

　
「
基
本
選
挙
人
名
簿
」
を
作
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
名
簿
は
、
十
二
月
二

十
日
に
確
定
し
て
、
来
年
の
十
二
月

十
九
日
ま
で
の
間
に
行
な
わ
れ
る
い

ろ
い
ろ
な
選
挙
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
九
月
十
五
日
ま
で
に
引
続

き
三
ヵ
月
以
上
市
町
村
に
住
所
が
あ

っ
て
、
こ
と
し
の
十
二
月
二
十
日
ま

で
に
年
令
が
満
二
十
年
以
上
に
達
す

す
る
人
が
、
こ
の
名
簿
に
の
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
禁
治
産

者
や
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
執

・
行
猶
予
中
の
者
な
ど
は
、
選
挙
権
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
名
簿
に
は
の
り
。

ま
せ
ん
。

　
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
選
挙
人
の
資
格
を
い
ち
い
ち
調

査
し
て
こ
の
名
簿
に
の
せ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
一
人
の
も
れ
も
な

い
よ
う
に
の
せ
る
と
い
う
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

縦
覧

あ
る
一
定
の
期
間
を
限
っ
て
名
簿
を

　一般の

人
に
ひ
ろ
く
み
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
即
ち
、
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
ま
で
の
十
五
日
間
、
市
役

所
、
町
村
役
場
、
又
は
そ
の
他
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
場

所
で
、
一
般
の
人
に
み
せ
て
い
ま
す

か
ら
、
自
分
が
果
し
て
名
簿
に
の
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
一
度
確
め
て

．
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
名

簿
に
の
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
名
簿

『
に
の
っ
た
名
ま
え
が
間
違
っ
て
い
た

一
り
し
た
と
き
は
ど
の
閣
内
に
市

『一
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出

㎜
れ
ば
、
名
簿
に
の
せ
て
も
ら
う
こ
と

『
も
、
名
簿
を
直
し
て
も
ら
う
こ
と
も

一
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
期
間
を

．
過
ぎ
て
か
ら
で
は
、
絶
対
に
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
春
に
は
参
議
院
議
員
の
選

一
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
ん
ど
の
名

一
簿
に
も
れ
て
い
る
と
、
投
票
が
で
き

一一
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ

憂
＋
戸
＋
九
暴
で
の
間
垂

『
挙
人
名
簿
を
み
て
、
自
分
の
名
ま
え

　
イ
、
’
、
て
い
る
か
ど
う
か
確
め
て
お

さ
ま
し
よ
う
。

北
村
知
事
が

挨
拶

　
北
村
知
事
は
去
る
七
日
、
辞
任
の

あ
い
さ
つ
の
た
め
十
日
町
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
知
事
は
松
之
山
か
ら
津
南

町
、
中
里
、
水
沢
を
廻
り
午
前
十
｝

時
に
市
役
所
に
入
り
、
出
迎
え
の
樋

口
市
議
会
議
長
、
保
坂
織
物
組
合
理

事
長
、
中
林
農
協
組
合
長
、
菅
村
商

工
会
議
所
会
頭
ら
と
共
に
応
接
室
で

約
一
時
間
に
わ
た
り
懇
談
し
ρ
在
職

中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
飼
と
お
礼
と
お

後
川
西
町
へ
向
い
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
日
村
山
市
長
が
出
張
で

留
守
の
た
め
高
木
収
入
役
が
応
待
に

努
め
ま
し
た
。

離
鶴
繋
遷
輩
北
村
知
事
を
囲
ん
で
の
記

』
■
霧
畳
冨
■
■
冒
冒
』
■
■
層
■
■
』
■
奮
己
巳
■
嗣
3
書
■
置
歴
曽
冨
帽
幽
冒
鱈
層
藷
竃
謹
胃
■
胃
唖
胃
』
■
口
雪
墨
彊
頂
薗
日
媚
■
5
置
鍾
O
畳
雪
＝
電
町
9
塵
U
墨
O
●
謂
馨
一
響

貸
付
利
率
年
六
分
五
厘

　
　
　
国
民
金
融
公
庫
で
台

風
災
害
融
資

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
第
二
室
戸
台

風
の
災
害
に
よ
り
い
ち
じ
る
し
い
被

害
を
う
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
、
つ

一
ぎ
の
と
お
り
災
害
復
旧
霧
特
別

借
置
を
い
た
し
ま
す
の
で
る
利
用
下

4
、
ぞ
●
ノ
ー
ミ
」
『
￥
ー
I
i

第
三
は
職
業
訓
練
所

一
部
投
票
所
が
変
る

　
知
事
選
の
投
票
区
域
は
別
記
の
と
は
二
時
間
。
し
た
が
い
ま
し
て
午
前

お
り
で
す
が
一
部
投
票
所
が
変
っ
て
　
七
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
な
り
ま

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
十
日
町
第
二
、
　
す
。

第
三
投
票
所
で
、
い
ま
ま
で
十
日
町
第
八
投
票
所
翼
大
池
小
赤
倉
分
校
、

小
学
校
の
上
と
下
の
運
動
場
で
ご
ざ
㎝
第
一
四
投
票
所
買
飛
渡
第
二
小
学
校

い
ま
し
た
が
、
現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
第
一
五
投
票
所
甜
飛
二
小
枯
木
又
分

の
で
第
二
は
公
民
舘
、
第
三
は
十
日
校
、
第
一
六
投
票
所
”
新
座
小
三
ッ

町
職
業
訓
練
所
に
そ
れ
ぐ
変
り
ま
山
分
校
、
第
二
七
投
票
所
肛
六
箇
小

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
ノ
又
分
校
、
第
三
一
投
票
所
H
真
．

　
尚
、
降
雪
期
を
迎
え
即
日
開
票
の
田
小
学
校
、
第
三
二
投
票
所
H
名
ヵ

た
め
、
つ
ぎ
の
投
票
所
に
限
り
投
票
山
小
学
校
、
第
三
六
投
票
所
π
東
下

締
切
り
時
刻
を
繰
上
げ
る
予
定
で
す
組
小
学
校
。

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
繰
上
げ
時
間

さ
い
。

適
用
範
囲

一
、
こ
の
要
領
は
、
第
二
室
戸
台
風

　
等
の
災
害
に
よ
り
災
害
救
助
法
の

　
適
用
さ
れ
た
地
域
に
所
在
す
る
事

　
業
所
が
、
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、

　
床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
す
る

　
被
害
を
う
け
た
旨
の
市
町
村
長
の

　
証
明
を
う
け
た
場
合
で
あ
っ
て
、

　
そ
の
事
業
者
に
対
し
公
庫
の
災
害

　
復
旧
融
資
を
行
な
う
と
き
に
限
り

適
用
す
る
。

貸
付
利
率
の
特
例

一
、
貸
付
金
五
〇
万
円
以
下
の
部
分

　
に
つ
い
て
は
、
貸
付
を
行
っ
た
日

　
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の

　
期
間
に
限
り
、
貸
付
利
率
を
年
六

分
五
厘
と
す
る
。

　
　
貸
付
金
が
五
〇
万
円
を
こ
え
る

　
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
残
高
の

　
う
ち
五
〇
万
円
以
下
の
部
”
に
つ

　
い
て
年
九
分
の
利
率
を
そ
れ
ぐ

　
適
用
し
て
え
た
合
計
額
を
約
定
利

　
息
と
し
て
徴
求
す
る
。

　
詳
細
は
市
産
業
課
商
工
係
へ
問
合

わ
せ
て
下
さ
い
。

納
税
は
今
月
中
に

　
納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
納
期
の
す

ぎ
た
税
金
は
、
納
め
ら
れ
た
で
し
よ

う
か
。

　
年
末
も
、
ひ
と
月
後
に
せ
ま
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
十
二
月
は
一
年
の

総
し
め
く
く
り
の
日
と
し
て
何
や
か

に
や
と
多
忙
な
月
で
ご
ざ
い
ま
す
。

未
納
の
税
金
の
あ
る
方
ぱ
、
ぜ
ひ
十

一
月
中
に
整
理
し
て
下
さ
い
、
十
一

月
中
に
完
納
さ
れ
な
い
方
に
ぱ
、
一

年
の
し
め
く
く
り
の
月
と
し
て
、
叉

市
財
政
上
、
不
本
意
な
が
ら
強
行
な

方
法
に
よ
っ
て
も
完
納
を
し
て
い
た

だ
く
方
針
で
お
り
ま
す
。
い
ろ
く

と
ご
都
合
も
お
あ
り
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
も
う
一
度
納
税
袋
を
お
開

き
に
な
ら
れ
、
未
納
の
分
に
つ
い
て

は
十
一
月
中
に
市
役
所
会
計
課
又
ぱ

税
務
課
、
各
出
張
所
の
窓
口
に
納
め

て
下
さ
い
。
　
　
　
（
ー
税
務
課
ー
）

◎
滞
納
は
市
の
発
展
を
は
ば

　
む
も
と

◎
滞
納
は
家
の
恥
だ
市
の
恥

　
だ

　
●
O
●
◎

　
㌔
●
●

　
●
　
9

　
●
　
9

　
C
　
　
　
●
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
誘
⑰
吻
膠

支
払
日
を
お
忘
れ
な
く

　
市
会
計
課
で
は
毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
を
支
払
い
日

定
め
て
お
り
ま
す
が
、
支
払
い
の
際
に
当
課
か
ら
は
電
話
連
絡
を

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
毎
月
の
支
払
い
日
を
お
忘
れ
な
く
お
出
で
下

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支払日

毎月

5日

15日

25日

寄
付
金
つ
き
お
年
玉
年
賀
は
が
き
発
皆

お
な
じ
み
の
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
が
本
年
も
発
行
さ
れ
十
一
月

十
五
日
よ
り
売
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
の
と
お
り
四

円
と
五
円
（
一
円
寄
付
金
つ
き
の
も
の
）
の
二
種
で
ど
ち
ら
も
お
年

玉
く
じ
つ
き
で
す
。
売
さ
ぱ
き
方
法
は
郵
便
局
窓
口
及
び
切
手
売
さ

ぱ
き
所
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
お
早
め
に
お
買
求
め
下
さ
い
。

　
尚
、
年
賀
は
が
き
の
寄
付
金
は
中
央
共
同
募
金
委
員
会
及
び
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
不
幸
な
人
女
へ
の
愛
の
贈
と
な
り
ま
す
。

　
　
質
　
流
　
れ
　
公
　
売

左
記
に
よ
り
質
流
れ
公
売
を
実
施
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
記

一
、
と
き
　

十
一
月
二
十
七
日
（
月
）
九
・
○
○
～
四
・
O
O

　
　
と
こ
ろ
　
　
せ
ん
労
会
議
室

　
　
公
売
品
　
　
衣
類
、
約
一
六
〇
点
そ
の
他
約
二
六
点
（
時
計
そ

　
　
　
　
　
　
の
他
）

　
　
陸
海
空
自
衛
官
第
四
次
募
集

　
　
採
用
予
定
人
員
と
採
用
予
定
期
日

　
一
等
陸
士
　
　
約
九
、
五
〇
〇
名
　
　
三
十
七
年
一
月
～
三
月

　
一
等
海
士
　
　
約
二
、
九
〇
〇
名
　
　
ヨ
十
七
年
一
月
～
三
月

　
一
等
空
士
　
　
約
二
、
九
〇
〇
名
　
　
三
十
七
年
一
月
～
三
月

　
　
応
募
資
格
　
心
身
共
に
強
健
で
昭
和
三
十
七
年
一
月
一
日
現
在

　
で
十
八
才
以
上
二
十
五
才
末
満
の
日
本
国
籍
の
男
子
で
あ
れ
ぱ
ど

　
な
た
で
も
結
構
で
す
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
（
昭
和
十
二
年
一
月

　
一
日
か
ら
昭
和
十
九
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
者
）

　
　
受
付
期
間
　
三
十
六
年
十
一
月
十
日
か
ら
三
十
七
年
一
月
二
十

　
五
日
ま
で
　
受
付
期
間
が
す
ぎ
て
も
地
方
連
絡
部
ま
た
は
各
試
験

　
場
で
当
日
直
接
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
志
願
手
続

①②

市
区
町
村
役
場
叉
は
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
か
ら
志
願
票
を
受

取
り
必
要
な
こ
と
を
記
入
の
う
え
五
円
切
手
を
添
え
て
居
住

地
の
市
区
町
村
役
場
叉
は
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
に
届
け
て
下

さ
い
。

試
験
場
は
一
つ
の
都
道
府
県
に
概
ね
三
～
六
箇
所
（
北
海
道

は
二
十
数
箇
所
）
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
役
場
又
は

地
方
連
絡
部
で
聞
い
て
志
願
票
に
希
望
試
験
場
名
を
書
い
て

下
さ
い
。
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国
民
年
金
制
度
の
内
容

が
改
善
さ
れ
ま
し
た

◎
拠
出
年
金
の
主
な
改
正
点

　
老
令
年
金
の
繰
り
上
げ
支

　
給
　
今
ま
で
老
令
年
金
は
、
六
十
才
ま

で
保
険
料
を
納
め
、
六
十
五
才
か
ら

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
六
十
才
に
な

っ
て
か
ら
は
、
い
つ
で
も
希
望
す
る

と
き
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
額
は
、
例
え
ば
六
十

才
に
な
っ
て
す
ぐ
受
け
る
人
は
六
十

五
才
か
ら
受
け
る
額
の
六
割
、
六
十

四
才
に
な
っ
て
受
け
る
人
は
九
割
に

あ
た
る
額
で
す
。

　
老
令
年
金
の
特
別
支
給

　
今
ま
で
は
、
長
い
間
免
除
を
受
け

た
人
は
、
拠
出
制
の
老
令
年
金
は
受

け
ら
れ
す
、
納
め
た
保
険
料
の
一
部

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、
こ
の
よ

う
な
人
で
も
保
険
料
を
一
年
以
上
納

め
て
い
れ
ぱ
、
六
十
五
才
か
ら
七
十

才
ま
で
拠
出
制
の
老
令
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
七

十
才
か
ら
は
老
令
福
祉
年
金
を
支

給
）
こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、
例
え

ぱ
一
年
以
上
四
年
未
満
保
険
料
を
納

め
た
人
は
年
五
千
円
、
四
年
以
上
七

災害対策総括表

年
未
満
の
人
は
年
七
千
円
で
す
。

　
死
亡
一
時
金
制
度
の
創
設

　
今
ま
で
は
被
保
険
者
が
保
険
料
を

納
め
て
お
り
な
が
ら
、
年
金
を
受
け

る
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
遺

族
が
母
子
、
遺
児
、
寡
婦
年
金
を
受

け
ら
れ
る
と
き
の
ほ
か
は
、
全
く
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
死
亡
し
た
人

の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て

死
亡
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め

た
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
、
生
前
そ
の
人

と
一
緒
に
暮
し
て
い
た
人
は
、
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
額
は
保
険
料
を
納
め
て
い

た
期
間
に
応
じ
、
例
え
ば
三
年
以
上

五
年
未
満
の
場
合
は
五
千
円
、
三
十

五
年
以
上
は
五
万
二
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
準
母
子
年
金
の
創
設

　
今
ま
で
は
父
が
死
亡
し
て
子
供
を

育
て
て
い
る
母
に
の
み
母
子
年
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
正
で
同
じ
よ
う
に
祖
母
が
孫
を
養

嚢
8
惑
華
き
轟
畿
“
，
“
s
鵠
罫
、
“
噛
“

っ
た
り
、
姉
が
弟
妹
を
養
っ
て
い
る

場
合
に
も
、
準
母
子
年
金
が
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
障
富
、
母
子
、
準
母
子
、

　
遺
児
年
金
の
受
給
資
格
期

　
間
の
短
縮

　
今
ま
で
は
最
短
三
年
間
保
険
料
を

納
め
（
う
ち
一
年
半
ま
で
の
免
除
が

あ
っ
て
も
よ
い
）
な
い
と
、
こ
れ
ら

の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
わ
け
で
す
が
今
回
の
改
正
で
そ

の
期
間
が
最
短
一
年
以
上
で
あ
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
，
ね
イ
萎
発
雛
翻
」

　
こ
と
し
の
五
月
、
田
植
え
で
忙
し

の
ハ
い
　
　
　
　
の
あ
る
　
で
　
れ
て
　
も

一
な
い
赤
ん
坊
が
・
ね
す
み
に
咬
褻

さ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
繁
殖
す
る
ね
す
み

一
を
放
置
し
た
結
果
に
ほ
か
な
り
ま
せ

「んが
、
こ
と
し
は
度
重
な
る
風
水
害

の
あ
と
ヤ
　
　
の
　
れ
に
　
じ
て
　

　

亨
み
の
警
暴
旛
加
し
、
収

一
獲
後
の
貯
蔵
食
糧
の
食
害
、
各
種
疾

　

一
病
の
媒
介
な
ど
、
文
化
経
済
の
破
壊

「｝
者
で
あ
り
ま
す
。
本
県
に
お
け
る
年

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

｝
間
の
ね
す
み
に
よ
る
被
害
額
は
、
推

一
定
二
十
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
く
れ

た
る
災
害
と
も
い
わ
れ
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
被
害
と
繁
殖
の
は
げ
し
い

｝
ね
す
み
に
対
し
て
は
、
全
県
的
に
一

｝
斉
駆
除
期
間
を
定
め
て
地
域
葛
み

の
計
画
的
、
組
織
的
な
駆
除
運
動
を

展
開
し
住
み
よ
い
明
る
い
生
活
環
境

を
つ
く
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

実
施
期
間
－
十
｝
月
十
日
～
十
二

　
　
　
月
＋
日
ま
で

実
施
事
項

◎
ネ
ズ
ミ
ク
ジ
の
発
行
（
死
鼠
一
匹

に
一
枚
）

◎
ネ
ズ
ミ
駆
除
券
の
発
行
（
殺
鼠
剤

購
入
の
際
交

付
）

◎
そ
の
他
新
聞

一
フ
ジ
オ
、
テ

　
レ
ビ
、
ポ
ス

　
タ
ー
等
で
広

　
報
宣
伝
を
行

　
な
う
。

、
◎
ネ
ズ
ミ
ク
ジ

　
の
引
換
力
法

　
期
間
中
に
捕

　
殺
し
た
ね
す

　
み
は
各
衛
生

　
組
合
長
さ
ん

　
よ
り
確
認
し

て
い
た
ぎ
別
紙
に
よ
贔
星

艶
響
観
羅
彊

A　県　対　策 件数 単　価 金額陣　　　考
1・収容施設・仮設住宅 2 110，000円

22・，…円1（嘉田署豊）（轟沢禦）

2．生活必需品給与

　　　全　　か　　い

　　　半　　か　　い

22

14

1，500

　478

　　　
　　　1半かい世帯140の
33．…i

6．700110％
　　　［

3、医療及び助産医療関
　係 8 26，814

214，510ただし治療期間14日以
　　　　内のみ

4．住宅の応急修理 42 18，936795，33・灘繍帯のうち生保

・学用品給与

　　小　　学　　生

　　中　　学　　生 9
7

i
t
　
　
　
　
6
8

0
　
　
　
　
9
0
0

ノート、鉛筆、下

敷、筆、画用紙類

計 104 1・271・120　　　　　　1

考額1備

そ
れ
に
よ
っ
て
ね
す
み
駆
除
券
を

送
付
し
ま
す
。

金5市対刹件数1単価

県
技
術
賞
を
受
賞

　
　
　
十
日
町
合
成
の
ス
ノ
リ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

　
十
日
町
合
成
工
業
で
作
ら
れ
て
い

る
ス
ノ
リ
ヤ
が
こ
の
ほ
ど
県
技
術
賞

の
受
賞
が
決
り
、
郷
土
の
新
産
業
と

し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ス
ノ
リ
ヤ
は
合
成
樹
脂
を

特
殊
加
工
し
、
さ
ら
に
芸
術
的
に
表

面
を
加
飾
し
た
特
殊
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
工
芸
品
で
優
良
な
品
質
と
デ
ザ
イ

ン
の
優
秀
さ
は
各
方
面
か
ら
賞
讃
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
同
社
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
工
芸
品
は
同
社
谷
内
専
務
、
版

画
家
の
星
氏
や
応
用
化
学
の
古
川
、

成
型
の
谷
内
、
機
械
の
星
名
の
各
氏

が
協
力
し
て
昭
和
三
十
二
年
か
ら
研

究
を
始
め
た
も
の
で
、
製
品
は
昭
和

三
十
四
年
の
第
五
回
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

展
で
中
小
企
業
庁
長
官
賞
と
朝
日
新

聞
社
賞
。
三
十
五
年
で
は
合
成
樹
脂

工
業
技
術
研
究
会
長
賞
、
東
京
都
知

事
賞
さ
ら
に
今
春
米
国
シ
ア
ト
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
導
箋
懲
繋
賢
，
、

下
⑤
②
条
田
中
吉
①
④
治
町
川
日
①
＋
条

劇
－
ooゆ5吟1 ③治

⑧
川
田
⑰
吉
条
⑮
中
条
⑪
下
町
一
日
箇
十
六

〇〇ゆ702－ooゆ5引51舞見帯世いか半
　
一

⑤
⑳
治
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金
金
金

　
舞
舞
舞

金
見
見
見

舞
壊
壊
帯
舞

見
小
小
世
見

療
般
保
壊
資

医
一
要
全
物

L
2
。
翫
　
　
　
．

計

舞見帯世いか
・
金
μ
1

一
の
国
際
舅
肇
で
も
、
デ
ザ
イ

ン
優
秀
賞
と
数
女
の
賞
を
受
け
ま
し

た
。
　
【
写
真
は
県
技
術
賞
を
獲
得
し

た
ス
ノ
リ
ヤ
】

　
防
火
研
究
発
表
を

　
募
集
　
（
中
学
生
）

　
十
日
町
市
消
防
後
援
会
で
は
昭
和

三
十
六
年
度
火
災
予
防
事
業
の
一
還

と
し
て
、
つ
ぎ
の
と
葡
り
学
校
生
徒

の
火
災
予
防
研
究
発
表
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
い
ま
す
。

　
尚
、
優
秀
作
品
は
県
を
通
じ
て
国

の
主
催
す
る
火
災
予
防
研
究
発
表
コ
一

ン
ク
ー
ル
に
推
せ
ん
い
た
し
ま
す
の
・

で
、
別
記
要
項
を
御
参
照
の
上
多
数

応
募
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

一
1
、
対
象
旺
中
学
校
生
徒
全
員

2
、
課
題
H
生
徒
達
が
学
校
や
家
庭

　　額1備　　　考
5，65・円曳轟需臨醜講

1・，・8・寛錨勝ハガキより

6，72・簸奢甥51欝より

1金

③
応
募
作
品
に
つ
い
て
の
権
利
は

　
　
一
切
主
催
者
に
帰
属
す
る
。

④
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

4
、
締
切
四
昭
和
三
十
六
年
十
一
月

三
＋
日

◎
十
二
月
五
日
ま
で
に
各
学
校
ご
と

　
に
お
と
り
ま
と
め
の
上
、
消
防
本

　
部
内
、
後
援
会
事
務
局
宛
御
送
付

下
さ
い
、

を
通
じ
火
災
予
防
に
つ
い
て
ど
の
ー

よ
う
な
創
意
工
夫
、
研
究
を
行
な

い
、
そ
の
結
果
ど
ん
な
方
法
で
実

行
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
か
。

ま
た
い
か
な
る
方
法
で
実
行
す
れ

ば
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
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学
区
民
と
丘
ハ
に

　
　
　
　
　
i
吉
田
小
学
校
ー

◎
学
．
区
の
概
．
要
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
四
坪
（
一
人
当
り
六
・
二

　
　
信
濃
川
を
中
に
十
日
町
市
街
地
と

　
相
対
し
て
、
河
岸
段
丘
の
上
に
位
置

　
し
、
西
北
は
低
い
山
を
囲
ら
し
、
平

｝
和
な
農
村
風
景
を
な
し
て
い
る
所
が

　
学
区
の
既
景
で
あ
る
。
夏
季
は
唯
一

　
の
交
通
機
関
の
バ
ス
は
、
学
区
の
最

一
南
端
を
信
濃
川
に
添
っ
て
走
り
、
利

　
用
者
は
十
数
分
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら

　
ぬ
状
態
で
あ
る
が
、
冬
季
は
全
部
歩

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
　
　
が
あ
る
ロ

麟
の
大
部
分
は
馨
あ
り
、

欝
離
顕
髪

一
あ
る
が
・
蝶
薯
い
人
達
の
繰

琢
豊
ち
、
近
く
は
＋
日
町
、
千

　
手
等
に
就
職
し
、
通
勤
者
が
年
汝
増

　
加
し
、
若
い
人
達
の
俊
を
見
か
け
る

㎜
乙
と
が
少
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

ハ
一
．
而
し
一
面
農
業
経
常
に
お
い
て
は
、

一乙覆霧
　
新
方
式
が
取
入
れ
ら
れ
、
副
業
．
面
に

　
も
　
ロ
　
は
　
　
ヤ
タ
バ
コ
ヤ
　
カ
ン

匠
ラ
ン
の
栽
培
、
養
豚
、
養
鶏
と
真
剣

　
な
研
究
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
成
果
は

、
着
女
と
実
を
結
ん
で
い
る
。
又
今
年

　
早
春
、
一
〇
診
余
の
開
田
工
事
は
時

　
期
的
に
見
て
幾
多
の
困
難
の
中
に
あ

　
り
な
が
ら
、
関
係
農
民
の
熱
烈
な
る

　
努
力
に
よ
り
立
派
に
完
成
し
、
既
に

　
植
付
け
時
期
の
遅
れ
に
も
か
＼
わ
ら

　
す
、
そ
の
収
穫
も
予
想
以
上
の
豊
作

　
と
な
っ
て
、
熱
と
努
力
の
賜
と
今
更

　
乍
ら
驚
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実

　
行
力
あ
る
学
区
民
に
よ
り
、
学
校
教

　
育
も
既
に
多
く
の
難
間
題
も
常
に
円

　
満
に
解
決
さ
れ
、
今
後
と
も
一
層
積

　
極
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
◎
学
校
の
概
．
要

　
　
「
平
和
な
村
作
り
の
内
に
静
か
に

　
教
育
の
出
来
る
所
」
…
…
吉
田
校
は

　
こ
ん
な
気
分
の
す
る
所
で
あ
る
。
学

　
校
は
明
治
六
年
の
創
立
で
あ
る
が
、

　
其
の
後
度
女
の
移
転
改
築
が
行
な
わ

　
れ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
た
の
が

野
二
＋
八
年
秋
・
敷
地
総
面
建

一

坪
）
屋
内
体
育
舘
一
七
七
坪
、
立
派

な
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
、
教
室
七
、
其

の
他
の
特
別
室
に
は
図
書
、
音
楽
、

作
法
、
料
理
、
準
備
の
各
室
が
あ
る
。

屋
外
運
動
場
の
外
に
特
別
グ
ラ
ン
ド

（
一
周
二
〇
〇
麿
）
も
備
え
て
い
る
。

児
童
総
数
二
五
四
、
職
員
一
〇
。
学

校
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
四

年
に
水
道
工
事
完
成
。
多
額
の
費
用

と
学
区
民
P
T
A
の
絶
大
な
る
応
援

に
よ
り
、
約
三
五
〇
麿
離
れ
た
山
腹

よ
り
水
を
引
き
、
水
質
、
水
量
と
も

に
優
れ
た
施
設
が
完
備
し
、
児
童
保

健
衛
生
の
上
に
、
大
き
な
力
と
な
っ

た
。
叉
そ
の
上
、
昭
和
三
十
五
年
度

に
は
農
村
児
童
の
食
生
活
の
改
善
、

体
位
の
向
上
を
目
的
と
し
て
学
校
ミ

ル
ク
給
食
を
実
施
し
た
。

今
日
児
童
の
健
康
も
向
上
し
、
風

邪
に
侵
さ
れ
る
者
も
少
く
、
偏
食
児

童
も
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
完
全

給
食
へ
と
努
力
し
た
い
。
教
育
目
標

と
し
て
「
げ
ん
き
な
学
習
」
　
「
楽
し

い
生
活
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
特
に

本
年
の
努
力
点
と
し
て
は
「
自
主
的

学
習
態
度
の
養
成
」
「
基
礎
的
学
習

の
徹
底
」
「
道
徳
教
育
の
充
実
」
と

し
て
、
職
員
、
P
T
A
が
協
力
し
て

努
め
て
い
る
。

　
　
◎
P
T
A
活
動

　
当
校
P
T
A
の
組
織
は
五
部
（
総

記　
　
　
、
麟

務
、
整
備
、
文
化
、
厚
生
、
生
活
）

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぐ
の
部
の
事
業

計
画
に
よ
り
活
動
し
て
い
る
。
狭
い

校
庭
に
砂
場
を
作
り
、
児
童
の
遊
び

場
と
し
、
こ
れ
に
排
水
工
事
を
な
し

雨
後
の
遊
び
を
少
し
で
も
早
く
し
た

0
、
児
童
の
検
便
に
は
検
査
員
の
助

手
と
し
て
児
童
の
．
面
倒
を
見
た
り
、

検
便
の
手
伝
い
を
す
る
と
き
に
は
学

校
行
事
に
つ
き
夜
半
ま
で
討
議
を
重

ね
、
学
校
に
助
一
．
蒔
し
て
い
る
。
本
年

の
如
き
雨
の
多
い
た
め
．
取
入
れ
作
業

の
遅
れ
て
い
る
と
き
で
も
、
秋
季
運

運
会
に
は
学
区
民
全
員
集
ま
っ
て
の

行
事
だ
け
に
、
そ
の
醸
備
、
大
会
当

日
の
運
醤
は
実
に
多
忙
な
の
に
も
か

か
わ
ら
す
、
数
日
の
完
全
の
準
備
に

て
当
日
は
一
事
の
つ
ま
づ
き
も
な
く

立
派
に
終
了
出
来
た
こ
と
等
、
献
身

的
な
活
動
に
は
全
く
頭
の
下
る
思
い

が
す
る
。
基
の
他
、
文
化
祭
の
行
事

に
つ
い
て
も
同
様
に
努
力
さ
れ
る
。

P
T
A
は
常
に
児
童
、
学
校
と
と
も

に
い
る
感
が
強
く
表
わ
れ
て
い
る
。

　
　
◎
其
の
他

　
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
土
地
の

状
況
よ
り
夏
季
水
泳
場
と
し
て
の
適

　
な
　
が
な
い
　
で
あ
る
ロ
　
　
ハ
　

か
貯
水
池
か
、
而
し
ど
れ
も
危
馨

あ
り
不
潔
で
あ
る
。
児
童
の
夏
季
体

育
と
し
て
の
水
泳
、
児
童
の
強
い
要

、
求
の
水
泳
、
こ
れ
を
満
た
す
に
は
矢

張
り
ブ
ー
ル
建
設
で
あ
る
。

　
今
後
学
区
民
、
P
T
A
が
一
本
と

な
り
市
当
局
の
理
解
あ
る
御
援
助
に

よ
り
、
一
日
も
阜
く
こ
れ
が
完
成
す

る
こ
と
を
強
く
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん

一135一


